
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震診断結果の報告書の記載要領（第４面） 



（第４面）

イ 

  

 

ロ 

 次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。

１基本方針

診断をおこなったかも記載してください。

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断

３基本方針別添第１第

ついて行う耐震診断

（※基本方針：平成

   

ハ 

次の項目を記載してください。

・構造耐力上主要な部分の配置：

耐力上主要な部分の配置についての特筆すべき事項を記載する。

・形状

・寸法

・接合の緊結の度

・腐食，腐朽または摩損の度

・材料強度等

を記載

・当該建築物の敷地の状況

るか，また液状化のおそれのある敷地であるかを記載する。

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

い。特に敷地の状況は評価書には記載されていない場合があります。

 

（第４面） 

 耐震診断の実施年月日

  耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。

 耐震診断の方法の名称

次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。

１基本方針※別添第１ただし書きに規定する方法（平成

診断をおこなったかも記載してください。

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断

３基本方針別添第１第

ついて行う耐震診断

（※基本方針：平成

   

 実地調査の概要

次の項目を記載してください。

・構造耐力上主要な部分の配置：

耐力上主要な部分の配置についての特筆すべき事項を記載する。

・形状 平面及び立面上の建物形状の特徴を記載する。

・寸法 桁行全長×梁間全長及び桁行スパン数×梁間スパン数を記載

・接合の緊結の度

・腐食，腐朽または摩損の度

・材料強度等 鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

を記載する。 

・当該建築物の敷地の状況

るか，また液状化のおそれのある敷地であるかを記載する。

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

い。特に敷地の状況は評価書には記載されていない場合があります。

耐震診断の実施年月日 

耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。

耐震診断の方法の名称 

次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。

別添第１ただし書きに規定する方法（平成

診断をおこなったかも記載してください。

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断

３基本方針別添第１第 2号の規定により同第

ついて行う耐震診断 

（※基本方針：平成 18 年国土交通省告示

実地調査の概要 

次の項目を記載してください。

・構造耐力上主要な部分の配置：

耐力上主要な部分の配置についての特筆すべき事項を記載する。

平面及び立面上の建物形状の特徴を記載する。

桁行全長×梁間全長及び桁行スパン数×梁間スパン数を記載

・接合の緊結の度 鉄骨造及び木造の接合の方法を記載する。

・腐食，腐朽または摩損の度 

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

・当該建築物の敷地の状況 高さが

るか，また液状化のおそれのある敷地であるかを記載する。

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

い。特に敷地の状況は評価書には記載されていない場合があります。

耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。

次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。

別添第１ただし書きに規定する方法（平成

診断をおこなったかも記載してください。 

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断

号の規定により同第

年国土交通省告示 184

次の項目を記載してください。 

・構造耐力上主要な部分の配置：ラーメン構造，壁式構造等架構形式を

耐力上主要な部分の配置についての特筆すべき事項を記載する。

平面及び立面上の建物形状の特徴を記載する。

桁行全長×梁間全長及び桁行スパン数×梁間スパン数を記載

鉄骨造及び木造の接合の方法を記載する。

 部材の腐食，腐朽，摩損の状況を記載する。

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

高さが 2ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

るか，また液状化のおそれのある敷地であるかを記載する。

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

い。特に敷地の状況は評価書には記載されていない場合があります。

耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。

次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。

別添第１ただし書きに規定する方法（平成 26

 

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断

号の規定により同第 1に規定する鉄骨造，鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造等の建築物等に

184 号） 

ラーメン構造，壁式構造等架構形式を

耐力上主要な部分の配置についての特筆すべき事項を記載する。

平面及び立面上の建物形状の特徴を記載する。 

桁行全長×梁間全長及び桁行スパン数×梁間スパン数を記載

鉄骨造及び木造の接合の方法を記載する。

部材の腐食，腐朽，摩損の状況を記載する。

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

るか，また液状化のおそれのある敷地であるかを記載する。

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

い。特に敷地の状況は評価書には記載されていない場合があります。

耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。

次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。

26 年 2 月 10 日認定書の下表の該当する耐震診断の方法を記載）・何年版で

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断

に規定する鉄骨造，鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造等の建築物等に

 

ラーメン構造，壁式構造等架構形式を

耐力上主要な部分の配置についての特筆すべき事項を記載する。 

 

桁行全長×梁間全長及び桁行スパン数×梁間スパン数を記載 

鉄骨造及び木造の接合の方法を記載する。 

部材の腐食，腐朽，摩損の状況を記載する。

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

るか，また液状化のおそれのある敷地であるかを記載する。 

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

い。特に敷地の状況は評価書には記載されていない場合があります。 

耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。

次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。

日認定書の下表の該当する耐震診断の方法を記載）・何年版で

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断

に規定する鉄骨造，鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造等の建築物等に

 

ラーメン構造，壁式構造等架構形式を XY 方向別に記載。耐力壁の偏りや大きな吹き抜け等構造

 

部材の腐食，腐朽，摩損の状況を記載する。 

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

 

耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。

次のうち該当する耐震診断の方法及び実施した耐震診断の次数を記載してください。 

日認定書の下表の該当する耐震診断の方法を記載）・何年版で

２基本方針別添第１第１号の規定により同第１に規定する木造の建築物等について行う耐震診断 

に規定する鉄骨造，鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造等の建築物等に

方向別に記載。耐力壁の偏りや大きな吹き抜け等構造

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

耐震診断業務の契約の締結日など耐震診断業務の開始日が明確に確認できる日としてください。 

日認定書の下表の該当する耐震診断の方法を記載）・何年版で

 

に規定する鉄骨造，鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造等の建築物等に

方向別に記載。耐力壁の偏りや大きな吹き抜け等構造

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

日認定書の下表の該当する耐震診断の方法を記載）・何年版で

に規定する鉄骨造，鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造等の建築物等に

方向別に記載。耐力壁の偏りや大きな吹き抜け等構造

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ

日認定書の下表の該当する耐震診断の方法を記載）・何年版で

に規定する鉄骨造，鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造等の建築物等に

方向別に記載。耐力壁の偏りや大きな吹き抜け等構造

鉄筋コンクリート部分は設計基準強度及び診断時の採用強度を記載する。鉄筋，鉄骨の場合は，材質と降伏点強度

ｍを超える擁壁がある場合は擁壁の状況，がけ崩れ等の被害をうけるおそれがある敷地であ

・上記の内容が耐震診断の評価書等でまとめられている場合，その旨の記載でもかまいません。必ず漏れがないか確認してくださ



二 

・耐震診断の結果を表す指標は，

・平成

を記載する。

・耐震診断結果に対する考察を記載する。

・耐震改修後であれば，耐震改修計画の指標値及びその区分を記載してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 耐震診断の結果

・耐震診断の結果を表す指標は，

・平成 26 年 2 月 10

を記載する。 

・耐震診断結果に対する考察を記載する。

・耐震改修後であれば，耐震改修計画の指標値及びその区分を記載してください。

 

耐震診断の結果 

・耐震診断の結果を表す指標は，

10 日国住指第

・耐震診断結果に対する考察を記載する。

・耐震改修後であれば，耐震改修計画の指標値及びその区分を記載してください。

・耐震診断の結果を表す指標は，XY 方向別に，最も指標の悪かった階の指標の数値を記載してください。

日国住指第 3844 号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）

・耐震診断結果に対する考察を記載する。 

・耐震改修後であれば，耐震改修計画の指標値及びその区分を記載してください。

方向別に，最も指標の悪かった階の指標の数値を記載してください。

号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）

 

・耐震改修後であれば，耐震改修計画の指標値及びその区分を記載してください。

方向別に，最も指標の悪かった階の指標の数値を記載してください。

号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）

・耐震改修後であれば，耐震改修計画の指標値及びその区分を記載してください。

方向別に，最も指標の悪かった階の指標の数値を記載してください。

号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）

・耐震改修後であれば，耐震改修計画の指標値及びその区分を記載してください。 

方向別に，最も指標の悪かった階の指標の数値を記載してください。

号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）

 

方向別に，最も指標の悪かった階の指標の数値を記載してください。 

号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）号において示されている耐震診断の結果を表す指標及びその指標が示す区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上

の診断を行ってその結果を報告する必要があります。

 

・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上

の診断を行ってその結果を報告する必要があります。

・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上

の診断を行ってその結果を報告する必要があります。

・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上

の診断を行ってその結果を報告する必要があります。

・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上

の診断を行ってその結果を報告する必要があります。 

・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上・第１次診断で耐震性があると判定される場合，第１次診断の結果で報告することができます。第１次診断で耐震性がない場合，第２次診断以上


